
5月20日（水）午後6時30分から旭市役所１階市民ホールにおいて、第４回（仮称）北統合中

学校学校再編代表者会議を開催しました。

今回の会議では「今後の方向性について」を議題とし、初めに事務局より、これまでの会議

の中で出た意見を整理した４パターンの案を説明しました。（裏面に掲載）

その後、意見交換が行われ、委員からは下記のとおり意見がありました。
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令和８年６月発行

旭市教育委員会教育総務課 学校再編室  

学校

再編 ＮＥＷＳ

第二中(琴田・共和)・干潟中

第5回会議予定 日時：令和8年6月22日（月） 午後６時３０分～ 場所：旭市役所 １階市民ホール

※この会議は傍聴することができますが、会場内のスペースの関係により定員を10名とします。あらかじめご了承ください。

旭市学校再編だより

議案第１号に対する意見

（仮称）北統合中学校

第４回学校再編代表者会議を開催しました

引き続き、今後の方向性について議論をしていきます。

〇この４パターンの中ではＤの海上中の活用が
いいと思う。すぐにまた統合の話が出るのなら
最初から２校でいい。また、時間的にすぐにで
きる案でやっていかないといけない。

〇Ａのパターンがいいと思っていたが、2036年
だと干潟中が64人になるという推計なので、そ
れを考えるとＤの２校でいいと思う。

〇少しずつ改修するなら一気に新しく建てたほ
うがいいと思っていたが、話を聞いていて、今
の校舎が活用できるならそれもいいと思った。

〇県内を見ると学区を編成しながら統合すると
ころもあるので、いろんな組み合わせを考えて、
新たなパターンが出てきてもいいと思う。

〇２校でいいと思うが、５校が二中に行くか、
海上中に行くか、選択できるようにすれば一番
スムーズに進むのではないか。

〇中央小に一中に行ってもらい、一中、二中、
海上中の３校でやるのが、何も建てなくていい
のではないか。

〇ＣかＤのパターンがいい。新築しても、その
お金を払っていくのは子供たちなので、できる
限り初期費用は抑えたほういいと思う。

〇結局基本方針どおりにやるのが一番早く進め
られると思う。ただ学区の関係など、少し修正
を加える必要はある。

〇二中と一中をそのまま残し、一中には中央、
富浦、矢指が行き、二中には干潟、豊畑、共和、
琴田が行く。そして干潟中は海上中に行き、最
初は３校で始めてから２校にするのがいい。

〇Ａは人数的にバランスがいいと思ったが時間
が掛かる。Ｃは二中の周辺道路が狭い。Ｄの海
上中は周辺に土地があり、時間的にも早くてい
いと思う。

〇まだ新設の可能性が捨てきれない。建築費が
上がっている中で、逆に今建てないと、今後増
改築も満足にできなくなるような気がする。長
い目で見ると決して無駄にはならないと思う。

〇干潟中の早期統合を考えたときに、新築する
にしても、救済措置として一旦２校でやってみ
たらどうか。

主な意見



【お問い合わせ先】 旭市教育委員会教育総務課学校再編室

TEL：0479-85-8614 FAX：0479-62-5855

Email：kyo-saihen@city.asahi.lg.jp

学校再編ホームページ 過去の学校再編NEWS

2026 2031 2036

①中央小・富浦小・矢指小
一中又は

二中
444 430 364

統合改修

15億円

②干潟小・豊畑小・共和小・

琴田小・ひかた椿小
新場所 546 472 389

新築

70億円
（市負担37.5億）

③うなかみ小・三川小・飯岡小 海上中 412 375 285
統合改修

15億円

A

新たな場所で

新築
(学区の見直し)

３

校

統合時期目安：2036年頃（用地取得の見通しがつきにくく時間がかかる）

メリット：学校ごとの生徒数のバランスが良い

デメリット：初期費用が大きい、通学路や通学方法等の見直しの幅が大きい、南統合中再編への影響が大きいため合意がなければ進められない

パターン 学区図 中学校配置数／対象学区 学校位置
生徒数推計

初期費用

①中央小・干潟小・豊畑小・

富浦小・矢指小
二中 663 644 527

統合改修

15億円

②共和小・琴田小・ひかた椿小 干潟中 327 258 226
改築・改修

40億円
（市負担21.6億）

③うなかみ小・三川小・飯岡小 海上中 412 375 285
統合改修

15億円

統合時期目安：2031年頃（用地取得の必要がないため早期建設が可能）

メリット：南側ため池を整備することで用地の拡張性がある、他地域の再編に影響はないため単独で進められる

デメリット：北中の立地が北側に偏っている、人数が少なく将来的に小中一貫や再統合が必要となる

B

干潟中を建て

替え
（5つの学区）

3

校

①中央小・干潟小・豊畑小・富浦

小・矢指小・共和小・琴田小・

ひかた椿小

二中 980 902 753
統合改修

15億円

②うなかみ小・三川小・飯岡小 海上中 412 375 285
統合改修

15億円

統合時期目安：2036年頃（教室数が不足しない時期に統合）

メリット：初期費用が一番抑えられる

デメリット：統合時は一時的に大規模校となる、２校で生徒数に差ができる、周辺の道路環境や雨天時の渋滞など現二中の課題が残る

C

二中を活用

2

校

①中央小・干潟小・豊畑小・

富浦小・矢指小・共和小・

琴田小

二中 846 799 689
統合改修

15億円

②うなかみ小・三川小・飯岡

小・ひかた椿小
海上中 546 478 349

増築

20億円

統合時期目安：2031年頃（東統合中の進捗状況を踏まえつつ進める必要がある）

メリット：海上中は敷地面積が広く整備しやすい

デメリット：海上中の増築が必要となる、学区の形がいびつになる（古城地域から遠くなる）

D

海上中を活用

2

校

今後の方向性パターン ※委員意見より

※2026年の生徒数はＡとＢは推計値、ＣとＤは実績値を使用しているため合計に誤差があります
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